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論　　文　　の　　要　　旨

　移動通信に適用するアンテナ系として小形、且つ薄形の素子を取り上げ、その給電点イソピーダソ

スの広帯域整合、指向性制御、偏波制御等通信品質向上のための機能化を目的とするアシテナ系につ

いて基礎的研究を行ったものである。

　第1章「序論」では、移動通信用アソテナの具備すべき条件を述べ、特に小形化の必要性及び機能

化による干渉除去などについて触れ、本研究の意義、目的並びに本論文の概要を記述している。

　第2章「任意形状共面MSAの解析法」では、移動体表面に設置するアソテナ系として薄形、且つ共

面であることが望ましいことを述べ、任意形状共面マイクロストリップアソテナ（MSA）の特性解析

法について論じている。その解析方法は、MSAを内部と外部に分け、内部電磁界が準TEM波で扱え

ることから平行平板を網目状平行2線電送線で置き換え、伝送線方程式により解を求め、放射に寄与

する開口部（外部）はモーメソト法により電磁界を求め、これらを境界条件により組み合わせて電磁

界を解析出来るようにした新しい方法を提案している。

　第3章rマイクロストリップアソテナの特性解析」では、第2章で提案した解析法を有限寸法グラ

ソド板上のMSAの解析にも適用出来るようにし、例として長さが1／4波長で放射パッチとグラソド板

が同じ幅のMSAの特性について理論解析を行い実験値と比較し、解析法の有効性を確かめ得た。

　第4章「平板アンテナの機能化」では、機能化の例として平板形指向性制御アソテナを取り上げそ

の基礎解析を示している。移動通信環境におげるマルチパスフェージソグ除去に指向性ダイバーシチ

が有効であることから、先に実験的に指向性制御の可能性を見い出していた環状スロットアソテナを

機能化することによる射バターン制御並びにイソピーダソスの周波数帯域制御について理論的な解析

を行った。半球面上に放射させるため、空洞を付げた環状スロットアソテナの理論解析では、空洞内
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部の電磁界に関してグリーソ関数を導き、スロット開口の電流及び等価線磁流はモーメソト法により

求め、両者の境界条件から電磁界を決定している。アソテナの機能化では、スロット上の一点にリア

タソス装荷を行うことを想定し本文では短絡をとった。新しく導いた解析法により給電点イソピーダ

ンス特性について解析を行い、一点短絡環状スロットによる帯域特性の変化について論じ、短絡の位

置によっては比帯域が10％以上得られることを示した。

　次で放射パターソに関してアソテナ寸法等、短絡位置等パラメータに対する特性変化について実験

値と対応して考察し、指向性制御と共に二週波共用の可能性等について論じた。更に短絡位置角が

90。で円偏波が発生するので衛星通信等にも適用できる可能性についても論じている。

　第5章「結論」では、一点短絡環状スロットアソテナの理論解析法、それに基づく特性解析、イソ

ピーダソス、放射パターソ、偏波等の機能制御等本論文の成果について論じ、併せて今後の問題につ

いて述べている。

審　　査　　の　　要　　旨

　従来平板、且つ定型状のマイクロトリップアソテナしか扱えなかったが、任意形状、任意曲面のも

のに適用できる解析法を初めて提案した意義は大きく、移動通信用薄形アソテナの設計には極めて有

用である。

　また、機能化による移動通信品質の向上を目標に敢り上げた、一点短絡空洞付き環状スロットアソ

テナの特性について解析方法を新たに導き、それを用いて理論、実験両面で解析を行い、広帯域特性、

指向性制御、更に偏波制御の可能性について基礎的な資料を得た成果も大きい。

　以上、総じて薄形アソテナの特性解析、機能化に関して新しい解析法を示し、且つ帯域、指向性、

偏波等諸特性の制御可能な機能化アソテナについて初めて解析した内容は高く評価できる。

　よって、著者は工学博士の学位を受げるのに十分な資格を有するものと認める。
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